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1 ． 序

　元来 、 音楽的能力の 開発 は、音 を識別す る能力 と感受する能力が 伴 うこ と に よっ て成立 っ て

い る もの で ある 。 また技能面 にお い て、N ．ウ エ ル トヘ イ ム 1＞は 、
三 つ の 基礎能力、すなわち 、

音高感、 リズ ム 感、音楽的知覚 が必 要で ある と述 べ て い る 。 しか し、実際の 教育場面 に お い て

は 、 音 に対す る記憶の 問題 も考慮しなけれ ばならな い
。 こ の 点に 関 して、R ．シ ュ

ーター2）は 「知

覚 と記憶 との 関連 は、きわめ て 密接 で あ るに違 い な い 。」 と述べ て い るが 、心理 学的事実に則し

て み て も、 記憶 の 過程 の
一

つ で ある保持が 特に重要 となる。つ ま り、記憶 は外的刺激が 明確で

あれ ばあ る程、保持 も十分 となり再 生が容易に なる もの で ある 。 また 、 最初の 刺激 よ りも、後

に与え られ た刺激の 方が 強い 場合 に は、前 の 記憶 は打消 されるとい う原理 か ら成立 っ て い る。

実際、楽譜の 暗譜 を行 な う場合も同様で あ り、暗譜その もの が記憧で ある と い うこ とが で きる 。

したが っ て 、 音楽教育 にお い ては、音高感、リズ ム 感だ けで は な く、記憶 の 問題 も密接 に関係

してお り、こ の 点に つ い て も言 及 しなければ ならない
。

II．　 目 的

　音に対する感受性 に つ い て は、美しい 音に対 して は美 しい と感 じ、狂 っ た リズ ム に対 して不

快感を覚 える の は生来的に備 わ っ た もの で ある 。 こ とに幼児期 より正 確 な音感教育を受 けた も

の は、青年期 ある い は 成人期 に 至 っ て も音高感 ・　 11ズ ム 等 も正確 に 記憶 として 残存 して い るの

で ある 。

　通常、我 々 が数字 を記憶 する場合の 範囲は限 られ て お り、一度聴 い た数字 を正 確に復唱 で き

る の は 、せ い ぜ い 6 〜 7個程 度で あ り、また 無作為 に と り上 げた ア ル フ ァ ベ ッ ト文字の 場合 で

は 、
5 文 字位 で あ る 。 こ れ に つ い て は 心理学 の 記銘力検査 に よ っ て も実証 され て い る。したが

っ て
一

度聴 い た音 をど の 程 度記憶 し、そ れ を暗唱す る こ とが で きるか とい うこ とは、演奏上重

要な意味 をもっ て い る。十分 に 楽譜を記憶 してお くと、音高感の み に頼 る暗譜や指の 条件反射

的運動の み に よる暗譜 の 不十分 さ をさ ける こ と が で き、少 しで も正確に か つ 速 く覚 える こ とが
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可能 と考 えられる 。 そ こ で 今 回 は 、 音高感受性 と記憶 との 関連に つ い て検討 を試 み る こ とに し

た。

III． 対象お よ び方法

　 〈対象〉 本学 児童教育学科
一

回生 174名

　 く使用楽器〉 ピア ノ

　 〈調査時期〉 昭和 61年 5月 中旬

　 く調査方法〉 下記項 目に 示 す課題 につ い て実施

　音高識別 の 問題 に つ い て は 、 これに よ り、ど の 程度音程 （旋律的音程 ）が識別 されて い るか

を調査 、検討 しようとす る もの で ある。前 回 の 調査 で は 3）、早期 に 訓練を開始する方が より識別

能力が高 く、 また発達段階 に よる もの よ りも経験 年数 に 、 よ り多 く依存する もの で ある こ とが

確認 され た。 しか し、 前回は音程 2度、 3度 とい う狭 い 音程 によ り実証 した もの で ある。そ こ

で今 回は音程 6度、 7度 とい う広 い 音程 で は ど の ような結果が得られ るか につ い て調査 を行な

っ た 。 なお、音程 8度 にお い て は、音程 6 度、 7 度以上 の 広が りは あるが、 1 オ クタ
ーブ上 の

同音 とい うこ とで 、比較的識別が容易 で ある と思 われ るの で 、こ れに つ い て も調査 を した 。

　まず幼児期開始 ・経験 6年未満の 者21名、青年期開始 ・経 験 4年未満の 者35名、お よび幼児

期 開始 ・経験 10〜16年の 者28名に つ い て調査 し 、 それぞれに検討 を加 えた 。

　つ ぎに 、開始時期 （幼児期開始 6年未満 と青年期 開始 4年未満）お よび経験年数 （幼児期開

始で 6年 未満 と10〜16年）に よる比較 を行 な っ た 。

　さ らに、被験者を ピア ノ教則本 に よる進度別 に群別 し（表 8．）、各段階 にお ける習熟状況 を調

査 、 検討 した 。

　リズ ム 識別 の 問題 に つ い て は 、被験者全貝 を発達段階に した が っ て 、経験年数 3年 ご とに区

切 り、 1 〜 3年 ・58名、 4 〜 6年 ・41名、 7 〜 9 年 ・35名、10〜12年 ・30名、13〜16年 ・10名、

の 5段 階 に分 類 し、調査、検討 した。

1． 音高識別の 問題 （図 1．）

　（A ）は 25小 節 の 曲すべ て を 5 秒間隔で 1 回通奏し 、 そ の 間に 、 1小節 2 音を階名 で調査用紙

に記入 させ た 。 つ い で （B ）の 曲 も同様の 方法で 行な い 、全音符 と指定 し五 線紙 に記譜 させ た 。
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図 1．テ ス ト課題

2．　 リズ 厶 識別 の 問題 （図 2．）

　（A ＞（B ）（C ）（D ｝各 4 小節の リズ ム 型 を10秒間隔で 4 回通奏 し、そ の 間に、調査用 紙 に記譜

させ た。なお 、 リズ ム 型にお い て は、（A ）よ り （D ）へ 移行す る に した が っ て複雑 な もの とな

っ て い る 。
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図 2．テ ス ト課題

3． 音高記憶の 問題 （図 3，）

　 （A ）は 1秒間隔で 1回通奏 し、曲の 終 了 と同 時に 、 13音全 て を調査 用 紙 に階名で 記入 させ た 。

つ い で （B ）の 曲も同様の 方法で 行 な い 五線紙 に記譜させ た 。

　た だ し、（A ）（B ）両曲を相違 させ た の は、（A ）の 曲が （B ）の 曲に よ っ て 、い っ た ん 記憶 され

た もの に対 して 、 妨害 され るの を回避 する た め で ある 。 こ れは 記憶理 論 に よ り、先行 の もの は

後 に 出現 した もの に よっ て打消 され る と筆 う原理 に したが っ た もの で ある 。

… 一 萋 ヨ

… 一 ヨ

図 3．テ ス ト課題
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IV． 結 果

1． 音高識別の問題

  音程の 識別調査 （表 L ）

　　（幼児期開始 ・経験 6年未満）

　階名 に つ い て は、音程 6度で 41％、音程 7度で 39％、と誤差 はあ まり認め られ な い が 、音程

が広が るに つ れ誤答率が低下 し、 音程 8度で 31％に低下する 。

　五 線 につ い て は、音程 6度、 7度 で 50％以上　 　　　 表 1．経験年数別音程識別誤答率

の 誤 答率を示 す もの の 、や は り音程 が 広 が る に

つ れ誤答率が低下 し 、 音程 8度では 37％ に急減

す る。また、各音程 と も階名の 場合 に 比 して誤

答率が高 い
。

開始時期 幼　 児　 期

経 験年数 6 年 未 満

階名 五線

6度 41 55
7度 39 52

8度 31 37

　  　音程 の 識別調査 （表 2、）

　　（青年期開始 ・経験 4 年未満）

　階名 に つ い て は、高 い 誤答率を示 して お り、最 も高い 音程 7度で 86％、また最 も低 い 音程 8

度で も73％に 達して い る 。

　五 線に つ い て も、 音程 が広 が るに つ れ誤 答率　　　　 表 2．経験年数別音程識別誤答率

が若干低下す る傾向が み られ るもの の 、音程 6

度、 7度 で 80％の 高率 を示 し、 最 も低 い 音程 8

度で も73％で あ り、階名の 場合 とほぼ 同様の 傾

向がみ られ る 。

開始時期 青 　 年　 期

経験年数 4 年 未 満

階名 五線

6 度 82 88
7度 86 82
8 度 73 73

　  音程の 識別調査 （表 3．）

　　（幼 児期開始 ・経験 10〜16年）

　階名 に つ い て は、誤答率が極めて低 く、音程 6度で 14％ 、 7度で 16％と若干上昇する もの の
、

音程 8度で はわずか に 6 ％である。

　五線 に つ い て も同様 に誤答率が極め て低 く、　　　　 表 3．経験年数別音程識別誤答率

音程 6度で 14％、7度で 11％、 8度で 10％ と音程

が 広が るに つ れ低下す る 。

開始時期 幼 　 児　 期

経験年数 1  〜16年未満

階名 五 線
6 度 14 14

7 度 16 11
8度 6 10
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　  音程 の 種 類識別調査 ・比較 （表 4．表 5．）

　　 （幼児期開始経 験 6年未満 ・青年期開始経験 4 年未満）

　階名 につ い て は、音程 6度で長 6度36％、短 6度で 46％、音程 7度で 長 7 度38％、短 7度40

％で あ り、完全 8 度 で31％ に低下する 。 青年期開始者の 誤答率が極め て高 く、そ の 誤答差は約

2倍 に達する。また、両 者と も短音程 の 誤答率が高 くな っ て い る 。

　五 線 に つ い て は、全体 として 、両者 とも階名 の 場合 に比 して誤答率が高 く、短音程 の 誤答率

が よ り高 くな っ て い る 。 幼 児期開始者は、音程 6度に おい て長 6度 43％、短 6度64％ と20％以

上の 誤答差が 認め られ る 。 青年期開始者は、最 も誤答率の 低 い 完全 8度で 71％で あ り、最 も高

い 短 6度で は 91％に達 し、明 ら か に有意差が 認め られ た。

表 4．開始時期 ・経験年数別

　　 音程の種類識別誤答 率の 比較（階名）

開始時期 幼 児 期 青 年 期

経験年数 6年未満 4 年未満

長 6度 36 78
短 6 度 46 85

長 7度 38 80
短 7度 40 91

完全 8度 31 71

表 5．開始時期 ・経験年数別

　　 音程の 種類 職別誤答率の 比較（五 線）

開始時期 幼 児 期 青 年 期

経験年数 6 年未満 4年未満

長 6 度 43 85
短 6 度 64 91

長 7 度 48
”
81

短 7 度 54 83
完全 8 度 37 71

　  音程 の 種類識別調査 ・比較 （表 6．表 7．）

　　 （幼児期 開始経験 6年未満 ・同 10〜16年）

　幼 児期開始経験 6 年未満 の 者に つ い ては 、 前述 （    ）の とお りで あるが 、 10〜16年経験者

に つ い て は 、 階名 、 五 線 ともに各音程 にお い て誤答率が 極め て 低 い 。 音程 6 度、 7度にお ける

誤答率は い ずれ も10％台で あ り、完全 8 度で は階名の 場合わずか に 6 ％で ある 。 音程 の 広が り

に 伴 うわずか の 誤答差は 問題 とす る に値 しな い 。両者の 誤答差は歴然 として い る。

表 6．経験年数別

　　 音程の種類識 別誤答率の 比較（階名）

開始時期 幼 児 期

経 験 年数 6 年未満 10〜16年
長 6度 36 12
短 6 度 46 16
長 7度 38 16
短 7度 40 17

完全 8 度 31 6

表 7．経験年数別

　　 音程の 種類識別誤答率の 比較（五 線）

開始時期 ． 幼 児 期

経験年数 6 年未満 10〜16年

長 6度 43 11

短 6 度 64 16

長 7度 48 13

短 7度 54 10

完全 8 度 37 10
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　  　到達度段 階に よ る音程 の 種類識別調査

　階名につ い て は 、 全音程 に つ い て A 、B グル
ープ に属する者が 50％以上の 誤答を示 して い る 。

　また C グル
ープ の 誤答は B グ ル

ープ段階 より約 20％低下 して い る 。 D グル
ープにお い て は、

当然 の こ となが ら、誤答率 は 極め て低 い
。 さ ら に全 グ ル

ープ と もに短 音程 の 誤答率 が 高 い

（表 9．図 4．）。

　五線 につ い て は、各グ ル
ープ段 階の 誤答率は、階名の場合 とほ ぼ 同様 で ある。しか し、音程

が広が るに つ れ 、 階名 に比 して誤答率が 低下 す る傾向が み られ る 。 こ と に音程 7 度に お け る B 、

C 段階 グル ープ の 誤答率は注 目に値す る （表 10．図 5．）。

　　　　　表 8．到達度段 階区分 と人数　　　　　　　　　 表 9．到達度段階に よ る

ラン ク ピ ア ノ教則本 人数 音程の 種類識 別 誤答率（階名 ）

A
バ イエ ル

61
　 　 　 　 ラ ン ク

音 程
ABCD

長 6 度 6451316

短 6 度 7159426
B

ブル グ ミュ ラー

ツ ェ ル ニ ー100番 ・リ トル ピ アニ ス ト
44 長 7 度 6457385

短 7度 7265467

C
ツ ェ ル ニ

ー30番 ・ソナチネ
35

表 佃 ．到達度段階 に よる

　　　音程の種類識別誤答率（五 線）

D
ツ ェ ル ニ ー40番以上

ソナ タ以上
34

　 　 　 　 ラ ン ク

音 程
ABCD

長 6 度 7058294

短 6度 81694910

長 7度 7153347

短 7度 7062375
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◎

80

70

60

50

40

30

20

％

10

零＼ 　
瑚 膿

　 　 ＼ 　 ○
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70
▲

5

ラ ン ク　　　A　 　　　 B　　　 　C　　　　 D
図 4．到達度段階別音程識別誤答率 （階名）

ラ ン ク　　 　A　　　　 B　　　 　C　　　 　 D
図 5．到達度段階別音程職別誤答率 （五 線）
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2．　 リズ ム 識別 の 問題

　全体 と して、各 リズ ム 型 にお い て経験 年数 が

加わ る ご とに、誤答率が低 下す る傾向が み られ

る 。 また 、 各経験年数段階 と もに A 型の 誤答率

が 極めて低 く、 D 型が極め て高 い 。　 AB 間、　 C

D 間の 格差が 顕著で あ り、 BC 間に は あま り格

差が 認め られ な い （表 11．）。

表 11．経験年数別 リズム 識別誤答率

　　　　　　　 リズ ム 型

経 験 年 数
ABCD

1 〜3 23605390
4 〜6 8433883
7 〜9 13403580
10〜12 5353573
13〜16 3284380

3． 音高記憶 の 問題

　階名につ い て は、第 1音〜第 5 音まで は誤答率が比較的低 い が、第 6音 〜第10音 まで は極端

に上昇 し、第 11音〜第 13音 と終わ りに近づ くに つ れ低 下 して い る （図 6．）。

　五 線に っ い て は、第 6 音 〜第 8 音にか けて誤 答率が 上昇 し、第 9音か ら低下 して い くが 、第

12・13音 と残 り 2音に つ い て は階名 とほぼ 同様 の 結果が認め られ た （図 7．）。
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図 6，音高記憶誤答率 （階名）
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図 7．音高記憶 誤 答率 （五 線）

V ． 考 察

　音高識別性 に つ い て は早期 に 訓練 を開始 し、経験年数 を積む ほ ど誤答率 も低下 し、識別性が

習熟に よ り発達 する と い う前 回の研 究結果4）を裏付 けて い る 。 しか し、前 回は い ずれ の 調査結果

に お い て も階名 よ り五 線 の 場合の 方が 誤答が 少なか っ た こ とに反 し 、 今 回は 逆の 結果が み られ

る 。 こ の こ とは 、 2度 ・3度 の 狭 い 音程 に対 し、 6度 ・7度 と音程が広が る につ れ 、次 音の 挿

入 に と もな う音高識別の 困難が生 じた もの で あ り、こ れは遡及禁止が 働 い た 結果 に よる もの と

思わ れ る。

　音程 の 種 類別 に つ い て は 幼児期開始、青年期開始 の 両 者とも、経験年数 を問わず音程 6度、

7度に お い て短音程の 識別が 困難で ある 。 しか し、音程 8 度で は 1 オ ク タ
ーブ の 上昇 を示 して

お り、比較的識別が容易で あり、誤答の 減少 をもた ら した もの と考 えられ る 。 こ の こ とに つ い

て は 「音楽家で さ え、孤立 して い る音程 、 こ と に 3 全音 〔増 4 度〕、短 6度、短 7度 などを確認

す るの は難 し い こ とで あろ う。 」 とR ．シ ュ
ー

タ
ー5）も述べ て い る 。 なお 、到達度段 階 に よる音程

の 種類識別調査にお い て 、 五 線の 場合 は音程 7度 で、 BC 段階 グル
ープの 誤答率 が 階名の 場合

に比 して低下 して い る 。 こ れは
一般に次音が高音で あ る場合の 方が 比較的容易に識別 され、ま

た 練習効果 との 競合 の 結果 と も考 え られ る 。
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　 リズ ム に つ い て は、M ．クリ ッ チ ュ
11一と R ．A ．ヘ ン ス ン 6）も 「リズ ム感 とは お そ ら く生物学

的由来 をもっ た もの で高度の 統合機能で あ り、その 範囲は音楽機能の それ よりもず っ と広 く、

音楽機能は通常 の リズ ム 感が 欠けて い て は 発 達 しな い 。」 と述 べ て い る。そこ で 著者 らは、 りズ

ム感にお い て も、経験年数が 関係する もの か ど うか を検討 した 。 こ の 結果、全体 と して経験年

数 が 加わ る ご とに誤答率が 低下す る傾向がみ られ、また、経験年数 と関係な く、基礎的な リズ

ム の 集合で あ る （A ）の 曲か ら、 リズ ム が複雑化 した （D ）の 曲へ 移行 するに したが っ て、当

然 の こ となが ら、誤答率は上昇 した。こ の こ とか ら ll ズ ム の 識別に つ い て は、音高感ほ どの 結

果は えられ なか っ たが、わずか なが ら経験年数 との 関連が認 め られ、さ らに記憶 との 関連 も認

め られ た。

　音の 識別 に関 して、記憶 困難の 要因の 一
つ に は楽 節の 長 さ と類似音 の 繰返 しに よ り、遡及禁

止 と い う記憶学説 に 由来する問題 はあるが、本調査 で は小楽節程度の 曲で あ り、
一般 に記憶 可

能な範囲にある 。 階名 お よび五 線の 結果 をみ る と、図 6．図 7．に お け る第 1音〜第 4 ・5 音位

まで 、誤答率 は低 い が、順次 に進行する とと もに 上昇 し、最終音に移行する に した が い 、再び

低下する 。

　図 6．の 階名にお い て 、 第 1 音〜第 5 音 まで 誤答が 少 ない の は 、 順次 進行 して い る た め 、自然

に記憶 で きた もの で あ り、つ い で あ る音につ まず きが 生 じる とそこ で記銘の 保持が妨 害され 、

再生 困難 とな っ た もの と考 えられ る。

　つ い で五線 にお い て は 、 第 1音か ら階名に 比 し て 誤 答が か な り多 くみ られ る 。こ れ は第 1 音

〜第 2音にか けて 、 当初 よ り 3度に跳躍 して い る こ とと 、 瞬 間的に記憶 され た音 を五 線に記譜

する上で 混乱 が 生 じた た め 、第 1 音〜第 5音にか けて の 誤答率が 階名の 約 3倍 にな る こ とか ら

も説明 で きる 。 しか し 、 こ こ で考 え られ るの は、ゲ シ ュ タル ト心理 学的にみ て 、 記憶 には 2 つ

の タイプ が あ り、音 を第 1 音か ら順 に覚 える タイプ と、全体 をとらえて イメージ づ け る タイプ

が 存在す る こ とで ある。前者はあ る音が 記憶で きない と とぎれて しま い 、記憶 して い る うちに、

挿入 音の ため初め の 音 を忘れて しま うタイプで あ り、後者は印象深 い 音 をその つ ど記憶で き、

長 い 記憶 に対 して も、部分 的で は あるが か な りの 量 を記憶 する こ とが で き るタイプ で ある 。 今

回の 研究 の 被験者には、前者の タイプ が 数 多くみ られ た。
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VI． 結 論

　音高識別性に つ い ては前回の 研究 と同様、早期 より開始する方が よ り効果的で あ り、階名 と

五線 に つ い て は発 達段 階よ りも経験年数 に より多く依 存する もの で ある こ とが確認 された 。

　今 回初め て 行 な っ た リズ ム の 識別調査 に つ い て も、経験年数の 多い 方が 音 に対す る感受性 が

高 い こ とが 認め られ た 。

　また、音の 記銘 に 関 して、本研 究の 場合 は 論理的記憶 と異 な り、互 い に他の 音 との 関連 が な

く独 立 した音か ら成 っ てお り、ゲ シ ュ タ ル トの 形成が 不十分 で あ り、単 な る機械的記憶で ある

とい うこ とがで きる。論理 的記憶の 場合は、メ ロ デ ィ
ー

、リズ ム が 存在 す る こ とに よ り、ある

程 度の 記銘 な らび に保持 も可能で あ る と考 えられ る が
、 本実験 に つ い て は前後に なん の 関連 も

な く全 く機械 的に反復 して お り、困難 さが増して い るの で ある 。 元来機械的記憶は 若年層 の 方

が優 れて い る と言われ て お り、音高識別性 に つ い て も早期 よ り開始 して い る者の 方が 機械的記

憶に つ い て の 慣れ もあ り、効果 も上 昇 する は ずで ある 。

　しか し 、 音高記憶誤答率の 表 は、早期 より開始 した者、青年期 よ り開始 した 者、経験年数の

長短等が 混在 して お り、必ずし も記銘 と保持ならび に再生 との 関係を正 確に 表わ した もの では

ない 。こ の 点に つ い て は 今 後 さらに明確 に して い きた い
。
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